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第59期定時株主総会招集ご通知に際しての

イ ン タ ー ネ ッ ト 開 示 事 項

①　連結株主資本等変動計算書

②　連結注記表

③　株主資本等変動計算書

④　個別注記表

上記の事項につきましては、法令及び当社定款第15条の規定に基づ

き 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 当 社 ウ ェ ブ サ イ ト （ ア ド レ ス

http://www.twinbird.jp/）に掲載することにより株主の皆様に提

供しております。

表紙
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連結株主資本等変動計算書

( 2020年３月１日から
2021年２月28日まで )

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

2 0 2 0 年 ３ 月 １ 日 　 残 高 1,742,400 1,834,238 2,877,165 △118,345 6,335,457

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △99,062 △99,062

新 株 の 発 行
（ 新 株 予 約 権 の 行 使 ）

756,677 756,677 1,513,354

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

164,031 164,031

自 己 株 式 の 処 分 3,415 11,345 14,760

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 756,677 760,092 64,968 11,345 1,593,084

2 0 2 1 年 ２ 月 2 8 日 　 残 高 2,499,077 2,594,330 2,942,134 △107,000 7,928,542

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

新株予約権 純資産合計その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ
損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

退 職 給 付
に 係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

2 0 2 0 年 ３ 月 １ 日 　 残 高 △62,570 42,656 29,779 △22,839 △12,974 － 6,322,483

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △99,062

新 株 の 発 行
（ 新 株 予 約 権 の 行 使 ）

1,513,354

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

164,031

自 己 株 式 の 処 分 14,760

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

57,531 △97 1,399 94,406 153,240 － 153,240

連結会計年度中の変動額合計 57,531 △97 1,399 94,406 153,240 － 1,746,324

2 0 2 1 年 ２ 月 2 8 日 　 残 高 △5,039 42,558 31,179 71,567 140,265 － 8,068,807

－ 1 －

連結株主資本等変動計算書
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連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

①　連結子会社の状況

・連結子会社の数　　　　　　　　２社

・主要な連結子会社の名称　　　　双鳥電器（深圳）有限公司

　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社マインツ

②　非連結子会社の状況

該当なし

(2) 持分法の適用に関する事項

①　持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況

該当なし

②　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況

該当なし

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社のうち、双鳥電器（深圳）有限公司の決算日は12月31日であります。連結計算書類の作成にあたっ

ては、同日現在の計算書類を作成し、連結決算日との間に生じた重要な取引については連結上必要な調整をおこ

なっております。

(4) 会計方針に関する事項

①　資産の評価基準及び評価方法

イ．関係会社株式　　　　　　　　　移動平均法による原価法

ロ．その他有価証券

・時価のあるもの　　　　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算出）

・時価のないもの　　　　　　　移動平均法による原価法

ハ．デリバティブの評価方法　　　　時価法

ニ．たな卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）によっており

ます。

・製品・原材料・仕掛品　　　　総平均法

・貯蔵品　　　　　　　　　　　最終仕入原価法

②　固定資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産(リース資産を除く) 定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並

びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については

定額法

ロ．無形固定資産(リース資産を除く)

・自社利用のソフトウエア 社内における見込利用可能期間（３～５年）に基づく定額法

ハ．リース資産　　　　　　　　　　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法

ニ．長期前払費用　　　　　　　　　定額法

－ 2 －

連結注記表
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③　引当金の計上基準

イ．貸倒引当金　　　　　　　　　　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により､ 

貸倒懸念債権等の特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回

収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金　　　　　　　　　　従業員に対して支給する賞与の支払いにあてるため、支給見込額に基づ

き計上しております。

ハ．製品補修対策引当金　　　　　　過去の売上製品の一部について、無償の点検修理に伴う損失見込額を計

上しております。

ニ．リコール損失引当金　　　　　　当社製品に係る市場回収処理（リコール）に伴う損失見込額を計上して

おります。
 

ホ．役員株式給付引当金　　　　　　株式交付規程に基づく当社の取締役への当社株式の交付に備えるため、

当連結会計年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しており

ます。

ヘ．株主優待引当金　　　　　　　　株主優待制度に伴う費用負担に備えるため、将来使用されると見込まれ

る額を計上しております。

④　退職給付に係る会計処理の方法　　従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。

イ．退職給付見込額の期間帰属方法　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末まで

の期間に帰属させる方法については、期間定額基準を適用しております。

ロ．数理計算上の差異費用処理方法　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数（15年）による定額法により按分した額を、

それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

ハ．未認識数理計算上の差異の会計処理方法

未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部に

おけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上して

おります。

⑤　重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、当連結会計年度末における直物為替相場により

円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。なお、在外子

会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収

益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部

における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

⑥　重要なヘッジ会計の方法

イ．ヘッジ会計の方法　　　　　　　繰延ヘッジ処理によっております。

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象

　・ヘッジ手段　　　　　　　　　為替予約取引

　・ヘッジ対象　　　　　　　　　外貨建取引

ハ．ヘッジ方針　　　　　　　　　　内規に基づき、為替変動リスクを軽減することを目的としております。

ニ．ヘッジの有効性の評価　　　　　為替相場の変動によるキャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと

想定されるためヘッジの有効性の判定は省略しております。

⑦　その他連結計算書類作成のための基本となる事項

消費税等の会計処理　　　　　　　　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

－ 3 －

連結注記表
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２．連結貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産

土地 1,930,507千円

建物 1,123,880千円

定期預金 84,000千円

計 3,138,387千円

上記の物件は、短期借入金900,000千円及び長期借入金1,577,292千円の担保に供しております。

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 6,521,577千円

３．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 9,030,000株 1,800,000株 －株 10,830,000株

(注) 普通株式の発行済株式数の増加1,800,000株は、第１回新株予約権の権利行使による新株の発行による増加であ

ります。

(2) 自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 292,623株 －株 32,486株 260,137株

(注) １.当連結会計年度末の普通株式に、役員向け株式交付信託が保有する当社株式246,545株が含まれております。

２.普通株式の自己株式の株式数の減少の内訳は、次のとおりであります。

譲渡制限付株式報酬制度としての自己株式の処分による減少　　　　　　　　14,700株

業績連動型株式報酬制度に係る取締役の退任による株式交付による減少　　　17,786株

(3) 配当に関する事項

　①　配当金支払額

決 議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 2 0 年 ５ 月 2 2 日
定 時 株 主 総 会

普 通 株 式 72,013 8.0 2 0 2 0 年 ２ 月 2 9 日 2 0 2 0 年 ５ 月 2 5 日

2 0 2 0 年 1 0 月 ８ 日
取 締 役 会

普 通 株 式 27,049 3.0 2 0 2 0 年 ８ 月 3 1 日 2 0 2 0 年 1 1 月 1 6 日

　②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

　2021年５月25日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案しておりま

す。

　・配当金の総額　　　　　97,347千円

　・１株当たり配当額　　　9.0円

　・基準日　　　　　　　　2021年２月28日

　・効力発生日　　　　　　2021年５月26日

　配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。なお、2021年5月25日開催の定時株主総会決

議による配当金の総額には、この配当金の基準日である2021年2月28日現在で役員向け株式交付信託が所有する

当社株式246,545株に対する配当金2,218千円が含まれております。

(4) 株主資本の金額の著しい変動

当社は、2020年９月９日付発行の第１回新株予約権（第三者割り当てによる新株予約権の行使に伴う、新株の

発行による払込みを受け、資本金及び資本準備金がそれぞれ756,677千円増加しております。当連結会計年度末に

おいて資本金は2,499,077千円、資本剰余金は2,594,330千円となっております。

－ 4 －

連結注記表
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４．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金調達については銀行等金融機関からの借入により調達しております。資金運用につい

ては安全性の高い金融資産に限定し運用をおこなっております。デリバティブは為替変動リスクを回避するた

めに利用し、投機的な取引はおこなっておりません。

②　金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク並びにリスク管理体制

　預金については、主に普通預金及び定期預金であり、預入先の信用リスクに晒されておりますが、預入先は

信用度の高い金融機関であります。受取手形及び売掛金については、顧客の信用リスクに晒されておりますが、

債権管理担当者が常に取引先の信用状態を把握し、取引先ごとの期日及び残高の管理をおこなうとともに、財

務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。投資有価証券については、主に取引先企

業に関する株式であり、市場リスク及び信用リスクに晒されておりますが、対象となる企業について市場価格

及び財務状況を定期的に確認しております。

　支払手形及び買掛金については、１年以内の支払期日であります。社債及び借入金は、主に設備投資や運転

資金の調達を目的としたものであり、最終償還日及び返済完了日は７年以内であります。

　デリバティブは為替変動リスクに対するリスクヘッジを目的とした為替予約であります。なお、ヘッジ会計

の方法、ヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジ有効性の評価の方法については、前述の「会計方針に

関する事項」の「ヘッジ会計の方法」に記載しております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

2021年２月28日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません（(注２)参照）。

連結貸借対照表計上額（※１） 　時　　価　　(※１) 差 額

(1)現金及び預金 2,369,968千円 2,369,968千円 －千円

(2)受取手形及び売掛金 2,963,902 2,963,902 －

(3)投資有価証券
   その他有価証券

186,511 186,511 －

(4)支払手形及び買掛金 (451,891) (451,891) －

(5)短期借入金 (1,050,000) (1,050,000) －

(6)長期借入金 (1,856,864) (1,857,816) (952)

(7)デリバティブ取引（※２） 61,199 61,199 －

(※１)　負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。

(※２)　デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目

については、（ ）で示しております。

(注)１.金融商品の時価の算定方法に関する事項

(1)現金及び預金　(2)受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

(3)投資有価証券

　これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。

(4)支払手形及び買掛金　(5)短期借入金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

(6)長期借入金

　時価は元利金の合計額を同様の新規借入をおこなった場合に想定される利率で割り引いて算定する方

法によっております。

(7)デリバティブ取引

　時価は取引金融機関から提示された価格によっております。

－ 5 －

連結注記表
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２.非上場株式（連結貸借対照表計上額12,117千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極め

て困難と認められるため、「(3)投資有価証券」には含めておりません。

５．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 763円38銭

(2) １株当たり当期純利益 17円44銭

(注) 役員向け株式交付信託が保有する当社株式を「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数から控除

する自己株式に含めております（246,545株）。また、「１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数

の計算において控除する自己株式に含めております（253,386株）。

６．重要な後発事象に関する注記

（経営上の重要な契約等）

以下の基本契約に基づく武田薬品工業株式会社への当社製品SC-DF25WL（新型コロナウイルス感染症ワクチン用デ

ィープフリーザー）の納品を、2022年２月期第１四半期に全数完了見込みであります。

品番 SC-DF25WL

台数 5,000台

仕様
当社標準品SC-DF25ベース
（温度表示切替、ワクチン固定ワイヤー及び温度ロガー付）

管理温度帯 ＋10℃～△40℃（１℃刻みの温度設定）

７．その他の注記

（減損損失）

当連結会計年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

場所 用途 種類 減損損失（千円）

新潟県燕市
生産管理システム リース資産等 233,476

社員寮 建物及び構築物 12,178

生産管理システムについては、当社はコスト削減・業務効率化を目指し、2018年３月から段階的に生産管理システ

ムの更改を進めてまいりましたが、更改中のシステムについて再検証を図ったところ、当該システムのアーキテクチ

ャは、デジタルプラットフォームを形成するにあたり障害となり得ると認識をいたしました。当該システムについて

は、回収可能価額を使用価値によって測定しており、将来キャッシュ・フローの不確実性を鑑みて帳簿価額の全額を

減損損失として計上しております。

社員寮については、築年数の経過（30年超）により老朽化が著しく、今後の継続的な使用は困難と判断し、2021年

４月８日開催の取締役会にて廃寮を決議致しました。当該資産については回収可能価額を使用価値によって測定し

ており、本決議に伴い帳簿価格の全額を減損損失として計上しております。

－ 6 －
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株主資本等変動計算書

( 2020年３月１日から
2021年２月28日まで )

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計資 本

準 備 金
その他資本
剰 余 金

資本剰余金
合 計

その他利益
剰 余 金

利益剰余金
合 計

繰越利益
剰 余 金

20 2 0年３月１日　残高 1,742,400 1,748,600 85,638 1,834,238 2,971,094 2,971,094 △118,345 6,429,386

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △99,062 △99,062 △99,062

新 株 の 発 行
（新株予約権の行使）

756,677 756,677 756,677 1,513,354

当 期 純 利 益 154,928 154,928 154,928

自 己 株 式 の 処 分 3,415 3,415 11,345 14,760

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 756,677 756,677 3,415 760,092 55,865 55,865 11,345 1,583,980

2 0 2 1年２月28日　残高 2,499,077 2,505,277 89,053 2,594,330 3,026,960 3,026,960 △107,000 8,013,367

評 価 ・ 換 算 差 額 等

新株予約権 純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

繰延ヘッジ損益
評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

20 2 0年３月１日　残高 △62,570 42,656 △19,914 6,409,472

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △99,062

新 株 の 発 行
（新株予約権の行使）

1,513,354

当 期 純 利 益 154,928

自 己 株 式 の 処 分 14,760

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額(純額)

57,531 △97 57,433 － 57,433

事業年度中の変動額合計 57,531 △97 57,433 － 1,641,414

2 0 2 1年２月28日　残高 △5,039 42,558 37,518 － 8,050,886

－ 7 －
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個 別 注 記 表

１．重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法

イ．関係会社株式　　　　　　　　　移動平均法による原価法

ロ．その他有価証券

・時価のあるもの　　　　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算出）

・時価のないもの　　　　　　　移動平均法による原価法

②　デリバティブの評価方法　　　　　時価法

③　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　評価基準は原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）によっておりま

す。

・製品・原材料・仕掛品　　　　　総平均法

・貯蔵品　　　　　　　　　　　　最終仕入原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産(リース資産を除く)　定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並

びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については

定額法

②　無形固定資産(リース資産を除く)

・自社利用のソフトウエア　　　　社内における見込利用可能期間（３～５年）に基づく定額法

③　リース資産　　　　　　　　　　　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法

④　長期前払費用　　　　　　　　　　定額法

(3) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金　　　　　　　　　　　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により､ 

貸倒懸念債権等の特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回

収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金　　　　　　　　　　　従業員に対して支給する賞与の支払いにあてるため、支給見込額に基づ

き計上しております。

③　退職給付引当金　　　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基づき計上しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（15年）による定額法により按分した額を、そ

れぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

④　製品補修対策引当金　　　　　　　過去の売上製品の一部について、無償の点検修理に伴う損失見込額を計

上しております。

⑤　リコール損失引当金　　　　　　　当社製品に係る市場回収処理（リコール）に伴う損失見込額を計上して

おります。
 

⑥　役員株式給付引当金　　　　　　　株式交付規程に基づく当社の取締役への当社株式の交付に備えるため、

当事業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。

⑦　株主優待引当金　　　　　　　　　株主優待制度に伴う費用負担に備えるため、将来使用されると見込まれ

る額を計上しております。
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(4) 重要なヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法　　　　　　　　繰延ヘッジ処理によっております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

・ヘッジ手段　　　　　　　　　　為替予約取引

・ヘッジ対象　　　　　　　　　　外貨建取引

③　ヘッジ方針　　　　　　　　　　　内規に基づき、為替変動リスクを軽減することを目的としております。

④　ヘッジの有効性の評価　　　　　　為替相場の変動によるキャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと

想定されるためヘッジの有効性の判定は省略しております。

(5) その他計算書類作成のための基本となる事項

消費税等の会計処理　　　　　　　　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

２．貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産

土地 1,930,507千円

建物 1,123,880千円

定期預金 84,000千円

計 3,138,387千円

　上記の物件は、短期借入金900,000千円及び長期借入金1,577,292千円の担保に供しております。

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 6,520,440千円

(3) 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。

①　短期金銭債権 58,271千円

②　短期金銭債務 12,192千円

３．損益計算書に関する注記

　　関係会社との取引高

　　営業取引による取引高の総額 86,729千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 292,623株 －株 32,486株 260,137株

(注) １.当事業年度末の普通株式に、役員向け株式交付信託が保有する当社株式246,545株が含まれております。

２.普通株式の自己株式の株式数の減少の内訳は、次のとおりであります。

譲渡制限付株式報酬制度としての自己株式の処分による減少　　　　　　　　14,700株

業績連動型株式報酬制度に係る取締役の退任による株式交付による減少　　　17,786株

(2) 株主資本の金額の著しい変動

当社は、2020年９月９日付発行の第１回新株予約権（第三者割り当てによる新株予約権の行使に伴う、新株の

発行による払込みを受け、資本金及び資本準備金がそれぞれ756,677千円増加しております。当事業年度末におい

て資本金は2,499,077千円、資本剰余金は2,594,330千円となっております。
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５．税効果会計に関する注記

　　繰延税金資産・負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

　　その他有価証券評価差額金 3,167千円

　　退職給付引当金 47,741千円

　　有形固定資産 112,367千円

　　たな卸資産 39,825千円

　　賞与引当金 31,249千円

　　役員株式給付引当金 4,629千円

　　長期未払金（役員退職慰労引当金） 8,924千円

　　株主優待引当金 405千円

　　関係会社株式評価損 23,101千円

　　その他 54,545千円

繰延税金資産小計 325,958千円

評価性引当額 △47,338千円

繰延税金資産合計 278,619千円

繰延税金負債

　　為替予約 18,641千円

　　その他有価証券評価差額金 2,335千円

繰延税金負債合計 20,976千円

６．関連当事者との取引に関する注記

開示が必要となる重要な取引がないため、開示を省略しています。

７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 761円68銭

(2) １株当たり当期純利益 16円47銭

(注) 役員向け株式交付信託が保有する当社株式を「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数から控除

する自己株式に含めております（246,545株）。また、「１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数

の計算において控除する自己株式に含めております（253,386株）。

８．重要な後発事象に関する注記

（経営上の重要な契約等）

以下の基本契約に基づく武田薬品工業株式会社への当社製品SC-DF25WL（新型コロナウイルス感染症ワクチン用デ

ィープフリーザー）の納品を、2022年２月期第１四半期に全数完了見込みであります。

品番 SC-DF25WL

台数 5,000台

仕様
当社標準品SC-DF25ベース
（温度表示切替、ワクチン固定ワイヤー及び温度ロガー付）

管理温度帯 ＋10℃～△40℃（１℃刻みの温度設定）
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９．その他の注記

（減損損失）

当事業年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

場所 用途 種類 減損損失（千円）

新潟県燕市
生産管理システム リース資産等 233,476

社員寮 建物及び構築物 12,178

生産管理システムについては、当社はコスト削減・業務効率化を目指し、2018年３月から段階的に生産管理システ

ムの更改を進めてまいりましたが、更改中のシステムについて再検証を図ったところ、当該システムのアーキテクチ

ャは、デジタルプラットフォームを形成するにあたり障害となり得ると認識をいたしました。当該システムについて

は、回収可能価額を使用価値によって測定しており、将来キャッシュ・フローの不確実性を鑑みて帳簿価額の全額を

減損損失として計上しております。

社員寮については、築年数の経過（30年超）により老朽化が著しく、今後の継続的な使用は困難と判断し、2021年

４月８日開催の取締役会にて廃寮を決議致しました。当該資産については回収可能価額を使用価値によって測定し

ており、本決議に伴い帳簿価格の全額を減損損失として計上しております。
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